
小さなつながりを、大きな広がりへ

みんなで進めよう、
「男女共同参画」

問　男女共同参画推進室（市民活動課）☎内線1631

男女平等に関する意識啓発パパといっしょにクッキング

主な取り組み例●1

主な取り組み例●2主な取り組み例●3

特 集
女性・男性といった

性別にとらわれることなく、
一人ひとりが尊重され、責任を
分かち合い、その個性と能力を

発揮できる社会が男女共同
参画社会です。今回は市の

取り組みを紹介します。

男女共同参画に関する市民意識調査
　市民の皆さんの日常生活に関する現状や意識につい
て、5年に1度アンケート調査を実施。生活や労働の場
における具体的な男女の格差や差別の実態を明らかに
したうえで、市政に求められていることを把握し、ま
ちづくりに反映しています。

　気象情報の分析結果をわかりやすいストーリーに
して伝えることを心掛けている國本さん。気象とは
全く別軸にあると思われた自身の動物好き・クリオ
ネ好きが、実は気候変動と関連していて、つながる
ことに気が付いたエピソード
を織り交ぜながら、役立つ災害
情報をうまく活用する方法な
ど具体的な話に会場の約110
人が聞き入っていました。

　「おーい、ご飯ま
だ？」から「おーい、
ご飯できたよ！」と
言えるパパに―。
この取り組みは、お父
さんとお子さんが楽
しみながら一緒に調

理・食事をし、お父さんは家事や育児に積極的に関
わっていくことの新鮮さ、大切さ、喜びを感じるこ
とを目的として、年に1回開催しています。これま
で10年で約240人が参加。「今回の経験を家でも生
かしたい」という声もあり、好評の企画です。

令和元年度
男女共同参画
講演会

1月14日（市保健センター研修室）
【講師】國本未華さん（気象予報士・防災士）
【演題】天気予報の現場から伝えたいこと
　　　～心模様と空もよう～

牛
久
市
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

基本目標

男女が
互いの人権を

尊重するための
意識の改革

男女が
あらゆる分野に

参画できる
環境の整備

男女が
多様なライフスタイル

を可能にする
環境の整備

男女が
健やかに安心して

暮らせる生活
環境の整備

　
市
で
は
平
成
30
年
に
牛
久
市
男
女
共
同
参

画
推
進
基
本
計
画（
第
3
次
）を
策
定
し
ま
し

た
。こ
れ
は
市
民
、事
業
者
、学
校
、行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
推
進
す
る
施
策
の
基
本
的
方
向
性
を
示
す

指
針
で
す
。本
計
画
で
は
、４
つ
の
基
本
目
標

を
設
定
し
、そ
れ
ら
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
て
、24
の
数
値
目
標
と
、１
７
７
の
事
業
を

定
め
て
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

両親学級の
夫（パートナー）参加率

94%
76.3%

（にんぷっぷ教室）
主な数値目標

平成28年
現状値

令和4年
目標値

一家にひとり
地域ヘルパー養成

講座受講者数

437人
424人

主な数値目標

平成28年
現状値

令和4年
目標値

児童クラブ
待機児童数

0人
0人

主な数値目標

平成28年
現状値
令和4年
目標値

審議会等における
女性委員の割合

30%
23.7%

主な数値目標

平成28年
現状値

令和4年
目標値

家事・育児・介護に費やす時間（平成28年調査）

女性

0～1時間未満
17.3％

1～3時間
未満

21.3％
3～5時間未満

24.3％

5～7時間
未満

17.8％

7時間以上
19.3％

男性
0～1時間

未満
53.2％

1～3時間
未満

37.0％

3～5時間未満
7.6％

5～7時間未満
1.0％

7時間以上1.2％
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男女共同参画
ネットワーク
参加団体の

皆さん

男女共同参画
ネットワーク

参加団体

座談会

市役所本庁舎２階市民活動課前カウンター

ご存じ

ですか？男女共同参画コーナー

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参

加
に
つ
い
て
、
以
前
よ
り
進

ん
で
い
る
と
実
感
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

乳
幼
児
健
診
に
夫
婦
で
参

加
す
る
姿
が
よ
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
以
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
光
景
で
す
。

学
校
行
事
で
は
、
入
学
式
・

卒
業
式
・
授
業

参
観
な
ど
、
夫

婦
で
の
参
加
が

珍
し
く
な
く

な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。

共
働
き
世
帯
で
は
朝
食
準

備
は
夫
、
夕
飯
は
妻

な
ど
、
家
事
の
分

担
は
多
少
は
進

ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
分
担
し
な

い
と
家
庭
生
活
が
回
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
。

地
域
活
動
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
様
子
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

若
い
世
代
の
参
加
が
少
な

く
淋
し
い
で
す
。
男
女
問
わ

ず
60
代
、
70
代
が
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
よ
。

先
日
の
体
育
祭
で
は
女
性

部
が
活
動
し
ま
し
た
が
メ

ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
70

代
の
女
性
で
し
た
。

50
代
以
前
の
世
代
は
、
仕
事

も
子
育
て
も
忙
し
く
、
な
か

な
か
地
域
活
動
に
参
加
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

う
ち
の
行
政
区
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
が
交

流
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
40
代
の
メ
ン
バ
ー
が

地
域
行
事
の
時
に
仲
間
を
呼

ん
で
き
て
く
れ
、
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

や
は
り
若
い
世
代
と
の
交

流
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。

私
た
ち
60
代
以
上
も
若
い

世
代
に
譲
る
勇
気

が
必
要
だ
し
、若

い
世
代
が
参
加

し
や
す
い
よ
う

な
雰
囲
気
づ
く
り

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
る
と
意
固
地
に

な
っ
た
り
、
気
難
し
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。気
を
付
け
な

き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ね
。

市
の
審
議
会
や
行
政

区
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
は
、

男
女
と
い
う
性
別
だ
け

で
な
く
、
年
齢
も
幅
広

い
層
の
参
加
が
得
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
、
あ
る
程
度
、

メ
ン
バ
ー
の
男
女・年
齢
構

成
を
決
め
て
し
ま
い
、
多
様

な
メ
ン
バ
ー
間
で
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
う
と
、
楽
し
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

若
い
世
代
と
の
交
流
＝

多
世
代
交
流
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
地
域
づ
く
り

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
！

男女共同参画ネットワーク 参加団体・事業所募集中！
　「牛久市男女共同参画ネットワーク」は、市民と行政とのパートナーシップに
より牛久市の男女共同参画を推進していくために結成されました。一緒に推
進していただける団体、事業所会員を募集しています。男女共同参画の推進を
目指して、一緒に活動しませんか。所定の入会届に必要事項をご記入の上、男
女共同参画推進室までご持参いただくか、郵送またはFAXでご提出ください。

多
世
代
交
流
で

生
き
生
き
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
！

男女共同参画に関する資料や
近隣地域のイベント等の
情報提供を行っています。
市役所にお越しの際はぜひ
お立ち寄りください。

性的マイノリティ支援策
パートナーシップ宣誓制度

性的マイノリティに関する相談室

　婚姻制度とは異なり、一方または
双方が性的マイノリティである2人
の者が、互いを人生のパートナーと
して、相互の協力により継続的に生
活を共にしている、またはともにす
ることを約束したことを宣誓する
ものです。宣誓書を県に提出し、県
は受領証を交付します。

☎029-301-3216
（毎週木曜日午後6時～8時）

▼メール相談（24時間受付）
茨城県性的マイノリティに
関する相談内容入力フォーム

問 茨城県保健福祉部福祉指導課
☎029-301-3135（直通）

検索

男女のための
悩みごと相談

フェミニスト
相談

悩みを抱えている方
お気軽にご相談

ください！

予約専用電話（直通）　
スマイルコール☎873-1099

相談方法 電話予約制の面接相談

相 談 日 毎週月曜日（祝日を除く）

相談時間 午前10時～午後4時
（1人50分）

相 談 員 女性相談員1人

予約受付 午前8時30分～午後5時15分
（土日祝・年末年始を除く）

　女性、男性が抱え
る心理的な問題、結
婚生活等におけるさ
まざまな問題、悩み
ごとについて、専門
相談員が対応します。

フェミニスト相談員
佐々木さん

茨 城 県
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